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サ〆ズグサの生活史と其の分類上の

位置に就いて

新¥1¥f.I峨敏野洋治治

S. AIlし1A刷、

Arγ.“仰sa/.ι'C'i'臼:iYA川、口ヨY丸r. and its systematic po凶si比tion.

サメズグサの形態， 命名については山 1] 附づてが詐辿されている。北除沿)~さ

では普通に得られると云う此の知も本邦沿作では極く稀れで，時IU，近江南

氏の樺太遠淵初lRノ、パノヒ モの報(lj-がるっただけだが，筆者匂zの外κ九大瀬

川li.If.土もrri-，年天12Lで Stict.l'osiTl/OrIsp.を得たとのと とでるる o それにして もサ

メズグサの分布は本邦沿岸で、はか怒り局限されているらしい。東京i智内では

今まで、の庭i轡奥の一部，東京都深川南部の十蹴3 十一蹴，埋立土臨海岸でしか

採れて居らすヘ 千葉牒南部や雨rl1奈川j降沿岸では操じたが得られない。また時

期も北献では週!.I三或いは 4~8 Hの長期間出現すると;三われるが， 止t)珂では

1~2 月の短期間に限られている。 μJl ち }r~京深川地先では 1951 /' 1 ミ， 5251三の 2

筒年，同一場所で 1月中'10カユら 2."1米までのIlllにしか採集され十，他期には

いくら探しても見付からゑい。淀川地先では EctocaJ戸IISsp，カヤモノリ，ケウ

ルシグサ， ツルモ，ハパモドキ，アサクサノリ ，Porthyra sp.， (特fi主あ るノくラ

色で， やや深底に生じアサクサノリとは日IH1f~) ， Po!ysithol山 urceolata等，殊

に Ectocartus，カヤモノリ符:と混り/Jvc打ちょせられて来るが，米だ孫;質には

共の生一育場所を知るJtf-が出来えにい。然し時にツルモや PorThymsp. と共にア

サ リ介殻上に着生したのが得られるから生育;場所は推測出来る。恐らく深川

地先の沖だけでは泣く，船橋以西の千葉!際境あたりまであり ，そう放さくない

3~5m f:立の海底のノj、石，貝殻J7.45:に生えているのではなかろうか。な沿サメ

ズグサは汀にただよっている時は Ectoca巾 /s やケウルシグサの枝jl-とよく似

ているが，注意すれば容易に外翻だけでも匝別がつく。

出現初期~VC は休形も小さく (5~lO cm ) ， 殆ど未熟で・あるが， 2月κ入ると成

熟休が現われ， 2 Pl中旬以後は!Ifiどすべてが子襲を有する桜花なり， 休形も

合東京大王弘法王手irli7](Piiti在的j息数苦言

ー一口一一



6 革主 犯i 第 1~ 第 1減昭和128 年 8 月

れわ@ぬ /0

3死匂

1.i'貯走子 (Z003pore)， 2.同右静J.I::.，3，4.設予F，5.lJ!t3!Ff;本。休I氏 6.休日民主111
H包 よりの1l\51~， 7. i'S~1尚子訟の形成， 8. 回日{向子量制[，をí1!~大，仏両日{尚子， 10.殺

令子?， 11， 12. 同右のす主~j:: ， 1~. ~しく成脊 し， D汀上技を f11したま主刃主体，14. 

iH:上技Dー百官僚大， 色紫休は IJ、挫l\;!，、~!'J):より なる 。 15， 16.サメ ズグサ休の横

断面&.ぴ表面観3 干支子怒棋を有す。
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大きく 10-15cm1:立のが多い。桜子麓は休上任意の{同月?に生じ，堆をなして

表}昔前H胞から休外に突出し， 皮居を有する多管制にだけで主主く校端に近い草

管部にも生歩、る(!品I15， 16)。草子襲は主主い。

-財産胞子は時聞を選ば寸τ完熟伺:休を海水中につけるとやす時て・も放出され

る。悌走胞子は長紡卸;形， 9-12μx3.5-6μの大きさで，色素休，明瞭な 1

UR駄を有.L，腹生する長短2本の鞭毛をもって活躍に泳ぐ。趨光性を示す事

が多いが背光性を示す時もるる。光にまう}する走性は，光の強弱と胞子の健康

度とに関係があるらしい。 暫時f;kぎ廻った後で静止し，鞭毛を失い， 4.0-

7.2μ(平均 6.1μ)の直使を有する球j仰木と怠る(f函11， 2)。津山の母体から出

た胞子を種々に組合せてみたが接合現象，接合子形成をみると とは出来なか

った。洗走胞子は知性の滋走子と見倣される。な;j;，~ KUCKUCK は St・tortilis

が雌t;，fu同株で， 接合は Kranze巾 ildungをなして行い，多数の接合子を得た

が，共の後の殻芽をみないと云い，筆者等の観察と異なる。 ROSENγD'¥GEは

St. tortile，及び 81.soriferaで， MATHIASは Phloeosporabrachiataで無性の訪宇

走予を得て其の護芽をみて居るが，前定子と云う製Iで、は筆者等と一致するが，

護芽椋式は後述の如く異主主る。

抑止し?と胞子は間もなく護芽を始める。色素休が愛建し，日民貼は消失する。

登芽管に胞子の全内容が移行して行く，コンブ型の登芽休を作る (匝I3， 4)。

殻芽休は徐り分校せや，休校が制いのや太いのや鐙化が多いが，コンブ類に

沿ける如き雌雄の差を踏める ~i.は出来なかった。室主芽休の護育，成長蓮度は

外界保件でかたり相異がみられる。夏に左ると蛮芳三休の各和1¥胞が厚肢と主主り，

色素粒が退化し油:f;kがよく護達して，休¥1剛氏態に入る(悶 5)。やがて私以後

になると休¥1民細胞が夫々活動を始め，登;月三伸長して草管i伏又は多管1!正皮唐の

直立糸j伏休となる(闘 6，í)。 此物にはJ!!~色モ (paranema ta) が頂生又は側生

ナる。やがて成熟すると任意の個別で¥i洋生する複子護士忙を生}夕、る(闘 7，8)。

共の形!jkは特異で・イゾブドウの胞子護土佐に似る。 St.t加o仰rtilμlis，及乙び亡 P乃hlωoeoωsゆ駒pμ伽o仰r
bかraιωch凶tμalωaに3沿なける ROSE日l¥'汽刊VI悶NGE，MATHIAS も糸j欣U伏〈護芽休上の複子装を剖l院阿昆副i示

し， s以2λu山W乃N守AGEAU も S針t.Coωr沙刷噌古が抑bμ帥iel叫E幻叫Iん， St. ad円al'‘iCUSで複子襲の形成を記述して

いるが，筆者のみた複子襲士11，の形!Uuま之さ45の物と異なるらしい。

各複子護はー列又は二列に立立ぶ 2-4但lの胞子を含み， )J包子には Ul~拡をこ有

するものと有したいものとがある(!盆18¥。撃の頂端が裂けて胞子は母休外に

泳ぎ出る。胞子は形休が上ill;の・由主子rc似るが少しく小型で、，叉m"鞘を有ナ
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る)J包子は之を有し友い物に比べて少しくプミきい棋に思えるが賞測では避がみ

られ歩，静止した胞子の直筏は， 3.5~_6 .5μ(平均 5.2μ) である。 干佐賀'l';;.接

合i!た態は見ていないが，接合直後らしい大型(芭純 6.5μ)で一眼思i二色素休

を有する胞子が得られ，此の物は滋走子と同棋にコンブ型の蛮芽をして，太

い，分校の多い糸i/大休となった(1盟 9，10， 11， 12)。恐らく複子襲から出る胞

子は配偶子で，維が[¥民賄を有せすて:少しく小さい異型であろう。配偶子も単舟

殻芽ーをするととが出来るが，殻芽糸は上主kの接合ヲニと思える大型胞子よりの

y~:月三糸に比べて前1\ く，且つ色素休のJI}JIJくに 1Çfがみられる。

接合子らしい物からの護芽糸は分校してよく護育する糸JIM本とたり ，色素

休は全くサメズグサ休の細胞中のそれと同じく，多数の/J、盤i11，休が散在する。

校はやや叢献に，徐り室主連せぬ笥j旬部から也立し，大部分は翠管j伏だが，成

長すると任意の制胞が縦列し多管枝が出来る(!出 13，14)。晴義によっては未

だ之以上に護育した殻芽体を作る事が出来主主いが，此の物はサメズグサ休校

のJJIt切に似た形態である鹿からみて，かかる単管校及び多管校を':j:'llirllとし，

)"i}JI却に皮居*iU胞が切り出されてサメズグサでJt!.られる.tiiえに柔和l織j伏 (poly-

stichous)の柿治が出来上るので遣うろう(1品I15， 16)。

配偶子よりの単~殻;別本の共の後の行動についての詳しいWl!I.奈は行ってい

ない。

之主主の観察は之までの ROSENVI1¥GE， l¥!IATHIAS とかの SI・101叫 15' 又は

Phl. brachiataにゐける胞子・休の初期費生と似そいる。'l';;.ゐ SAUVAGEAU は

SI. Corbierei， St. arlrialICl/sで・， ROSENVINGEは SI・soriferus，Strim-ia attenuata 

で悦走子よ りの糸j伏後芽から芭ちに直立する胞子休が出来るのをみて， 之笥;

は復相純物 (diplont) で~{t複相の世代交代をíl武く怒らんと云う。 然しサメズ

グサの場合は米プど昂il11J包製・的視察をIIVとくので不f佐賀な底もるるが，恐らく SI.

101-tilis， Phl. brachiata (t1:.於ける如く大型!のJJ包丁・休と小型の配偶休との1mに世

代交代が行われるものと思える。

サメズグサ (](ejllm仰 ia) は Stict.l'osifJho/l， Pldoeostora， St7-iaria ~.七の他の )ïj と

共にヨコジマノリ TJI-Slriariaceae (t1:.入り，ハノバ王モドギ仁1{P丹/川t

Dκ川t力)'0ωsiか戸l加K山削11川山fμwleωs(伊PAPE:NFU只問弓到)}に配されているが， 先におiill{;Jがウイ・キヨウ

モに於てみた主張に柔f-日椛JU，1iI1f，逃 (polysticho¥lsconstitution)と云つでも也|王lを

具にする 2 型(佐JI)，型と袈I1犬型)がるり雨者ーをー絡にする :tl\~が出来たい見1i は

此の場合にも遁ml-H来る。」二主kの胞子休の初期殻生休，及び成休校の]買部生
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長部笥:の椛詰1カ、らおLてサメズグサをも令め Striariaceaeの物は荘却、型vc.g.jナ

るものである。且つ共の中l!lrh校が部管糸から多管糸になり ，之に皮j音治n胞が

形成されて行く分裂過程はウイキヨ ウモのそれよ りも少しく進化した stage

K在るものではなかろうか。それにしてもウイキヨウモのお!とは知総防]係が

近い位iIiJc配さるべきものと思える。
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